
１ 　 趣 旨

　近年、社会教育推進上の課題が山積している中で、その課題解決に

向け、社会教育主事等関係職員が一堂に会し、管内市町村生涯学習社

会の充実に向けた具体的推進方策を究明していくことを目的とする。

２  対 象

　石狩管内社会教育主事等社会教育担当職員及び関係機関職員

　（江別市、恵庭市、千歳市、北広島市、石狩市、当別町、

　　新篠津村、札幌市、石狩教育局　等）

３ 　 主 な 事 業

　研究協議会（年５回　研究部及び事業部による協議・研修等）

石 狩 管 内 社 会 教 育 主 事 等 研 究 協 議 会 に つ い て



メ イ ン テ ー マ

「 持 続 可 能 な 社 会 の 実 現 に 向 け 、 地 域 の 可 能 性 を 引 き

出 す 学 び を つ く る 社 会 教 育 の あ り 方 」

サ ブ テ ー マ

メインテーマとの繋がりを持たせながら、市町村にお

ける地域性や課題を踏まえ、管内主事会において設定

 →社会教育主事に求められるスキルに着目

R５：「地域をつくる一流のコミュニケーション」

R６：「地域をつくる一流のファシリテーション」

R７以降：「地域をつくる一流の◯◯」

石 狩 管 内 社 会 教 育 主 事 等 研 究 協 議 会 の 取 組 ( R 5 - R 9 )



地 域 を つ く る 一 流 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と は

01

話しやすい雰囲気をつくり、

まずは聞く。

聞くことで相手を知り、会話が広げ

やすくなる。

会話で信頼関係ができて、相手との

調整・意識の擦り合わせがスムーズ

になる。（傾聴→会話→調整）

02

主体的に地域づくりに関わる人を

増やすプロセスであり想い。

一流のコミュニケーションを交わす

ことで、人の心を揺り動かしたり、

一歩踏み出すあと押しができる。



地域をつくる

一流のファシリテーション

令和６年度のサブテーマ

会議・熟議の場面でファシリテーションを担う

機会が多いが、その手法について研修する機会

がないまま、現場で慣れていくことが多い。

社会教育主事の専門性の一つでもある。



第 １ 回 　 フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン と は ？ 　 5 / 2 4
           フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン 習 得 の た め に 必 要 な ス キ ル （ 意 見 交 換 ）

第 ２ 回 　 フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン ワ ー ク シ ョ ッ プ ① 　 7 / 2 5
　 　 　 　 会 議 観 察 か ら 学 ぶ フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン の 効 果
　 　 　 　 講 師 ： N P O 法 人 き た の わ 　 宮 本 奏 氏 、 遠 藤 千 尋 氏

第 ３ 回 　 フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン ワ ー ク シ ョ ッ プ ② 　 1 1 / 2 8
　 　 　 　 ３ タ イ プ 別 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 診 断 か ら 自 分 の タ イ プ を 知 る
　 　 　 　 講 師 ： し ゃ お り . c o m 　 市 原 紗 央 里 氏

第 ４ 回 　 フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン ワ ー ク シ ョ ッ プ ③ 　 1 / 2 2
　 　 　 　 フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン を 実 践 し て み よ う
　 　 　 　 フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン グ ラ フ ィ ッ ク を 学 ぼ う
　 　 　 　 講 師 ： N P O 法 人 き た の わ 　 宮 本 奏 氏 、 遠 藤 千 尋 氏
 
第 ５ 回 　 研 究 の ま と め 、 次 年 度 に 向 け て  　 3 月

令和６年度研究協議　年間計画



令和６年度研究協議　第１回　ファシリテーションとは？



ファシリテーションに必要なスキル

・下準備
　→会議の設計（Why ,Wha t ,Who ,Wh e n , H ow ,D i v e r g e , G r o a n , C o n v e r g e )

　　ゴール設定、自分のコンディション、開始前のコミュニケーション

・意見を引き出す、返し、場回し、フィードバック

・新たな視点の提示、話題の深掘り

・話しやすいポジティブな雰囲気づくり（キャラクターによる）

・ファシリテーション・グラフィック（書いて視覚的にまとめる）

・少数派の意見も取り入れながら、皆が納得できる合意形成

・さまざまな「発散」の手法の引き出しを持つ

・傾聴のノウハウ（視線や表情）→コミュニケーションスキルの活用

・長く話す人への対応や時間が余った時の対処

・参加する側としてのサポート

・役割に関わらず、「チーム」でより良い考えを導き出す姿勢

令和６年度研究協議　第１回　ファシリテーションとは？



令和６年度研究協議　第２回　ファシリテーションワークショップ①



令和６年度研究協議　第２回　ファシリテーションワークショップ①



令和６年度研究協議　第２回　ファシリテーションワークショップ①
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令和６年度研究協議　第３回　ファシリテーションワークショップ②



令和６年度研究協議　第３回　ファシリテーションワークショップ②



令和６年度研究協議　第３回　ファシリテーションワークショップ②



令和６年度研究協議　第３回　ファシリテーションワークショップ②



令和６年度研究協議　第４回　ファシリテーションワークショップ③



令和６年度研究協議　第４回　ファシリテーションワークショップ③



地 域 を つ く る 一 流 の フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン と は ( 仮 )

01

良い意見を導き出す

その場限りの「チーム」を作り出す

会議メンバーは「チーム」である。

それぞれが、自分の役割を果たしなが

ら協力し合える「心理的安全性」を生

み出すことで、「参加してよかった」

と思える。

02

自分を理解し、他者を理解する

発言一つとっても、人によってさまざ

まなとらえ方がある。

多様性を理解し、受け入れることで、

それがチームにとっての「強み」であ

ると考えることができる。



R９までに、

「地域をつくる一流の社会教育心得（仮）」

を作成、管内に配布することを目標に、研究協議を

進めていきます。

石狩管内社会教育主等研究協議会 のこれから


